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路傍300種のうち植物は145種含まれています。関連解説（147種）を含めると292種になって

います。

1．時期は，主として花や実の見られる期間を示してあります。地方によって多少のずれが，

生じてくると思いますが，一応，採集適期と考えて下きい。もちろん，花や実の時期以外の

観察も大切です。

2．場所は，その植物がよく見られる場所という意味です。なるべく具体的に書くように努め

ました。日なたと日かげなどのような環境条件，あるいはよくいっしょに出てくる植物は何

か，などにも注意して下きい。

3．解説では，その植物名の由来とか方名（方言）を記し，あるいは用途など，その種によっ

て異なりますが気楽に読める内容にしてあります。一定の規準は設けてありません。

4．似た植物は，必ずしも近縁種を意味しません。一見似た感じの植物という意味です。

5．見分け方や特徴については○で囲んで示しました。その際，顕微鏡やルーペを使っての

細部にわたる判別法はなるべく避けました。また，花のつくりやおしべ，めしべ等について

の記述は図鑑を参照して下きい。外見的特徴で見分けられるよう工夫したつもりです。

6．難解な分類用語はなるべく使わないよう努力しましたが，例えば小学生が，この冊子をも

とに植物を見分けるには無理な点があるかも知れませんが，大人にとっては経験上ごとりあ

げた植物ミは見たことのあるものが大半です。是非子供達に教えてくだきい･

7．図に着色して用いられるのも一つの方法かと思います。楽しい使い方を工夫してみてくだ

さい。

8．波線の囲み記事は軽いコラム欄のつもりです。関連記事や「科」の特徴，一口メモ的な内

容を取り上げました。

9．図の不明な所は市販の図鑑等で補って下きい。一部誇張したり省略して描いたところもあ

ります。

右の図は，イネ科のツキイケという植物です。種子島

屋久島，宝島，奄美諸島の海岸の砂地に生え，雄株と雌株

に分かれています。茎は根元で枝分かれしてとても固く，

多くの葉をつけ，葉の先は固く鋭い針となっています。夏，

茎の先に針状の枝が何百本も放射状に出て，穂をつけます。

針状の固い枝や葉をもつため，害草として嫌われ，また，

動物もヤギ以外はほとんど食べないそうです。形が変わっ

ているので簡単に見つかるでしょう。

この本をきっかけとして，植物の世界をじっくりのぞい

てみてください。
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1．これが植物145種の顔ぶれです。

シダ単子葉（草）双子葉（草）双子葉（木）

蘂灘

つる植物

、

ー

” 20種 64種 28種 8種

2．こうして始めましよう。

(1)まず下調べ (2)野外へ探しに出たら(3)再確認 (4)押し葉や鉢植えに

謬琴 鐙蕊
●植物全体の形や色は？●目的の植物か？葉や花●1人でじっくり観る●手帳ノートで簡単な
●｢いつごろ｣｢どこに」？のつき方，形，色など●みんなで分担をきめ押し葉を
●見分けるポイントは？チェックて検討する●鉢植えにして観察も

●疑わしいのも持ち帰る●これだっ〃という感

●周囲のようすや他の植激

物にも注意

・何回も足を運び「顔なじみ」をつくることが植物を覚えるコツです。

。写真で記録するのも楽しいもの，思い切りアップで撮ると意外な発見があります。

3．こんな標本のつくり方もあります。

●似た植物の花だけとか’葉だけを手帳にはっておくと比べながら

覚えられます。

●気にいった植物の花のアルバムや葉のアルバムを作ってみましょ

う。写真をそえるとざらに楽しいもの。ヨモギの一生を押し葉に

するのも面白いでしょう。

●ひかげにつるして作るドライフラワーも楽しめます。

7〔ジム

幾 疹

4．本格的な標本も作ってみよう一おもしをきかして,早く乾燥させるのがｺﾂです一

（1）新聞紙にはきみおもしをする。(2)1日1回新聞紙をとりかえる。(3)ガムテープを小き

く切って台紙にはりつける。(4)採集地・採集年月日等を書いたラベルをつけるとりっぱな

標本のでき上がり｡(5)洋服箱にナフタリンを入れて保存します。

－9－



1アマクサシダ（わらび科）

時期常緑のシダで年間を通して

見られる。

場所平地から低山地まで生え，

やや乾燥した陽地にも陰地にも生え

ている。県内各地に分布する。

解説全体の大きざは30～70cmく、

らいになり，葉の切れ込みが独特で

見分けやすい。和名は熊本県の天草

にちなんでつけられた。

似た植物オオアマクサシダは屋

以南に分布し,1.2mにもなる。

2イシカグマ（わらび科）

拳耐瀞．

〃 逆

戸
、
池
″

鯵

竜)～7C

時期常緑のシ

場所海岸近く

内陸部まで生えて

に分布する。

解説高ざが1

長することもあり

<はい，茶かっ色

毛が生えている。

似た植物ない

げ､－7悪年閂窓今寺唖

7）IlItH]尺つ1国目

美内程

塾

｡、L』.､国

鵬

シダの 各部のl
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のこぎ
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葉のぎ
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鋸歯（

の歯の 鏡
いう。

葉に
包子のう

のない
えん

縁とい

何
Ｖ
○ シダでは胞子のつき

方，鱗片などが区別

の要点になることが

多い。

更
息

…
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3オニヤブソテツ（おしだ科）

時期常緑のシダで年間を通して見

場所海岸近くの岩場や人家の石垣

おり見つけやすい。日当たりのよい林

生えている。県内各地に分布する。

解説50～100cmく、らい。濃い緑色

あり，葉は厚く，みるからにじょうぶ

シダである。

似た植物ない。

“注”耳垂も種を見わける特徴の

ひとつになる。

4カニクサ（かにくさ科）

時期常緑のシダで年間を通して

場所山野や崖，石垣などに生え

解説つる性のシダで2m以上

にもなることがある。葉の形や大

きざは変化が多い。

名の由来……子どもがこのつる

でカニをつるところからカニクサ。

似た植物ナガバカニクサ

奄美以南に分布。頂羽片はより

長く鋸歯はあまりはっきりしない

か全縁。

5コシダ（うらじろ科）

時期常緑のシダで，山地で大群落

をなすことが多い。県内各地に分布する。

場所林の下草とく

に多く，乾燥した明

るい所で見られる。

解説葉の分かれ方

独特で葉柄の先に

左右2枚の羽片が

つき，その間から前と

形の羽片がでる。普通

6枚（ウラジロは2

枚)。

獅飛一薑

#診

nヵ，1万1昔ロI昌

胞子葉（実葉）

胞子がつく

蕊

望

橇

栄養葉（裸葉）

胞子がつかない

謹窒霧
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6タマシダ（しのぶ科）

時期常緑のシダ，年間を通して見られ

場所海岸近くの岩場や道路ぱた，林縁

に群生している。乾燥に強いシダ。

解説根を掘ってみると，図のような球

かたまりがついている。これからタマシダ

がついた。いけ花などによく利用きれてい

暉心
シ《_】

いき
二○｡

唖 E1大a

の名

る。
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【)～100

夕0

の』

リ
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時
場
に
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ラ
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芦
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言緑の大形シダ｡
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蛙
室

馨
一

I

澱 葉の長さ
30～100cm

位になる

物

8ハマホラシノブ

時期常緑のシダ，年間

通して見られる。

場所海岸近くに生え

ている。主として県本土

南部以南。

解説葉の質が厚く，

最下羽片が短くならない。

似た植物ホラシノブ，

チシノブ

山地の崖や畑の土手に多

最下羽片は短くなる。

畔.胞十…
灌ﾙブ鰐ｨ／

惨
I I 鴻辨
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9ヒトツバ（うらぼし科）

時期常緑のシダで，年間を通し

場所乾燥した岩の上や樹上に着

地上にも生える。県内各地に分布す

解説根茎は長くはい，長き5～

まばらにつける。葉の先はとがり，

り基部の方が広い。葉柄の基部の鱗

をしている。

鹿児島県ではイヌマキのことを上

が，正しくは，和名のヒトツバは本

似た植物クリハラン

10ホウライシダ（わらび科）

時期常緑のシダで年間を通して

見られる。

場所石垣などに生えている。

県本土中部以南に分布する。

解説羽片の先は浅～深裂の切れ

みがあり，数個の裂片に分かれる。

茎は短くはい，葉が集まって生えて

る。

似た植物ハコネシダ

（県北部に産する）

11ホシダ（おしだ科）

時期最も普通に見られる常緑の

通して見られる。

場所人家周辺の石垣や道路ばた

山地など，県内各地に分布する。

解説高き30～50cm位，最下羽片

第一裂片は長く，鎌状に曲がって葉

に重なる。

似た植物ケホシダ……全体に毛

（県本土南部以南）

鋤 ＊--→
星状も’

菜')裏瑳顕微鏡て
見ると,星状のも"吋
見ｳｵ(る．ノ

て見られる。

生し，時には

る。

20cm位の葉を

幅は中央部よ

片は黒かっ色

妙
／

､

Ⅷ

トッパという

種のこと。

3沙

唾奄盈
'7

ざ

扇WK(Ⅷ州
2回方かｵ{§’三 鯵

M,

篭
壷廻ジ19

鵬
ー－－4

ハコネシダ

(山地の崖に生え

ている）⑳こ
根
い

高さ

6～30cm位

唖 莎

‘

ダで，年間をン

やぶ，の
'て

て

悪基部の

の上

の
軸

勢穏§多い。

ま杢1，〃

魚
鶴 謹夛
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12ミズスギ（ひかげのかずら科）

時期常緑のシダで，年間を通して見られる。

場所日当たりのよい湿地や切り

通しの斜面に生える。各地に分布。

解説主茎は立ち分岐する。

別に長く伸びた枝は地について

根を生じる。枝はみな円形，

葉は針形で四方に等しく開い

てつく。

頓

②

蕊 鯵
⑳

典蕉

似た植物ヒカゲノカズラ．．…･日当たりのよいところ

（県本土，屋久島，黒島，奄美本島に分布する）

13リュウキュウイノモトソウ

ヒカゲノカズラ

(わらび科）

時期常緑のシダで，年間を通し

て見られるが，3～4月頃は若葉

のため胞子葉はついていない｡

場所人家周辺の石垣や

道路ぱたの崖地など。

解説井戸のそばによく生

漣育している草の意味。胞子葉

が一般に栄養葉より高くな

る。

似た植物イノモトソウ

オオバノイノモトソウ

14リュウキュウマメヅタ

（うらぼし科）

時期常緑のシダで，年間を通して

場所低地から山地にかけての岩の

樹上，石垣などに着生する小形のシダ

解説栄養葉は長き2～7cm,短柄

り，葉はやや薄い，胞子葉は線形で3

cm○

/伽

ブ

繰童
多
陸

ユウ

ヅタ

鋤
霊翻り

むﾆﾒｯ， 鮒イI旦内冬冊jに

蝉 篭遡
愈

~、

弓后兼マメヅタ（奄美大I
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15ワラビ（わらび科）

時期多年生のシダで，地上部は

冬には枯れる。

場所山野に普通に見られる。

日当たりのよい場所に多く生える。

解説春，まだ葉が展開しない

若い葉を採り，食用にする（わら

ぴ採り)。また，わらびの根から

でん粉を取り，わらびのりを作る。

似た植物ない。

50～200cm位

雷
蜘

謬
聴
〃瀞 唾莎

亜参
16アダン（たこのき科）

時期常緑の単子葉植物で，年間を通して見

られる。

場所海岸に生え，防砂，防風用として用い

られている。

解説幹から多数の太い支柱根を出し，葉は

硬い革質で，葉縁と中肋上に鋭いトゲがある。

雌雄異株で，果実は熟すと黄赤色で芳香がある。

葉はきらして細工編物なと鶴に利用する。

果実は食用にしない。奄美大島以南に分布する。

甑島，中之島，口之島，平島，諏訪之瀬島，宝

島，小宝島にも記録がある。

似た植物ない。

筵滝

17イタチガヤ（いね科）

時期6～10月頃に花穗を出す。

場所湿った崖や土手，人家周辺の

多い。平地にはあまり生えていない。
かん

解説茎（いね科の茎を桿と

いう）は細く硬い。一株ごと密

にかたまって生え（そう生するという

遠くからでもすぐわかる。

全体にやや茶色をおびた緑色。高き

花穂の形をイタチのしっぽに見たてて

がついた。

似た植物ない。

喧参

Ⅷ わらかい

る

〃し

Ocm程，

この隼

冨云1(】

"

盤
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18エノコログサ（いね科）

時期夏から秋に花穂をつける。

場所空地や道路ぱた，畑地などに生える

一年草。県内各地に分布する。

解説花穂を小犬に見たてて「犬

ころ草」の名で呼んだり「ネコジャラシ」

｢インガグサ（奄美大島竜郷)，の方名もあ

る。

似た植物この仲間は似た種類が多く

区別は難しいが，ルーペで拡大しなが

ら，細部を観察するのに適した材料にな

る。

；
7〕甲0

リ

遡鵬I
、

詞~i瀧緬Vr
ログサ

ノコロ

唾三函19カモジグサ（いね科）

時期5～6月に花穂をつける。

場所低地路傍，田畑のあぜ道に

ごく普通に生えている。県内各地。

解説茎は高さ50～100cm,葉はやや

白味を帯び，花穂はゆるく弓なりに垂

れ，のぎが紫色を帯びている。

似た植物アオカモジグサ
えい

①穎の表面にまばらな毛がある。

②小穂は淡緑色である。
のぎ

③果時に芒がつよく外に曲がる。

④花穂の垂れ方が少ない。

蜜尋〃

柵
一
糊
↓

や
舌
一

鋺
葉

！
聯

髭

20クワズイモ（さといも科）

時期常緑の多年草で暖地性の植物。

場所樹林下の湿地に生える。高き1m以上

になることもあるo県本土南部以南に分布す

る。

解説茎は太く下部は地にはい，葉はサトイモ

の葉に似るが厚い。5～8月緑色の包葉の中

に，円柱状の肉穂花序ができ，雄花は上部に，

雌花は下部につく。

奄美大島では「アンパナ」の方名で呼ぶとこ

ろもある。

似た植物サトイモ…栽培種

〃

、 睡了砂

－16－



(かやつりぐさ科）21コゴメガヤツリ（かやつり

時期夏～秋に花が咲く一年草。

場所田畑のあぜ，道路ばたなど

の荒れ地に生える。県内各地に分布

する。

解説カヤツリグサ，チャガヤツリ

に比べて，花穂の分かれ方が複雑で，

黄かっ色をしており多くは先が斜めに

傾いている。りん片の先は丸いか，

または浅くくぼんでいる。

似た植物カヤツリグサ

チャガヤツリ

クグガヤツリ

難 ；
薩夛

コゴメガヤツリの小穂 カヤツリグサの小穗

奄美大島海浜植物群落模式図

乏アー
K星茎星血廷醍

グンバイヒルガオ

－17－

霞“/難
、

歴弓

童
〃

チャガヤツリの小穂

アダン

⑳
侭釧簑、
(竜'骨)'す磯
13"､13赤かフ

色ノ
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22スズメノテッポウ（いね科）

時期春～夏に白緑色の花穂をつける

一年草。

場所田畑やあぜ道などやや湿地を

好む。県内各地に分布する。

解説茎は高さ20～40cm,葉は幅1.5

~4mmで白緑色，花序は円柱形。

花穂を引きぬいて草笛にして鳴らして

遊ぶ。

名の由来

花穂をスズメの使うテッポウに見たて

たもの，スズメノマクラの方名もある。 スズメノテッポウ

23スズメノヒエ（いね科）

時期秋に花穂をつける

多年草。

場所原野，田畑のあぜ，道路

ぱたにみられる。

解説茎はかたまって出て，

高き40～90cm,葉は長き10～30

cm,幅5～8mm,全体白色の長毛

に被われている。

スズメノヒエよりシマスズメノ

ヒエが，近年，増えている。

スズメノヒエ

24チカラシバ（いね科）

時期秋に花穂をつける。

場所道ばたや荒れ地，グランドなどに生

える。県内各地に分布する。

いね科の植物は花穂が出ないと名前がわ

からないものが多い。穂の出る時期に見ると

特徴がはっきりしており覚えやすいもののひ

とつ。昔はチカラシバの穂を背中に入れた

り，草原をはだしでかけまわりながら，これ

らの植物を結んで足をひっかける‘ワナを作ったりして遊んだ。

－18－
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似た

V綴

； 夢
I

蝋

熱

似た植物セトガヤ

蝋

I

ポウ

えて

エ


